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成果概要 

北陸先端大松村准教授が合成した両性電解質高分子化合物を用い、富山大学井村教授の

グループにおいて細胞診に用いる検体標本の作製への活用を検討した。 
肺癌症例における胸水、膀胱癌ならびに健常者自然尿検体に対し、細胞保存液を添加し

た培養液 RPMI を用い、-80 ﾟ C で一定期間（1 ヶ月～8 ヶ月）凍結保存した。対照とし

て、保存液を添加していない培養液を用いた。融解後、通常の細胞診検査にて用いる

Papanicolaou 染色にて染色後、その形態を保持を観察した。 
保存細胞の形態は保持され、細胞質、細胞核ともその形態観察は良好であった。尿検体

にいたっては、むしろ、保存前の細胞像に比して、核内の構造、クロマチンの性状、核小

体の光輝性など明瞭化など、一層の改善を示した。また、一部の検体から gDNA の分断

化の有無を検索したが、概ね高分子の状態を保持しており、その保存性は良好と判断した。 
 今回得られた成果は第 52 回臨床細胞学会秋季大会にて発表を行い、関連する研究者の

間で細胞診に対して凍結保存の有用性をアピールした。 

 今後は、さらに多くの病理組織に対して凍結保存標本を作製し、液状化細胞診と組み合

わせることによる、免疫組織化学的検討や遺伝子検索が可能な次世代細胞診の有用性を確

立することを目指す。 
 これらの結果を基に地域の企業へ働きかけ、当該研究領域のネットワーク形成を試み、

本技術の応用化、産業化を目指していくための拠点を形成する。現在、北陸産業活性化セ

ンターの R&D 助成へ本研究を申請中である。 
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